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　 　理科離れについて考える

　最近，筆者が気になっているのは，中学生，高校生の理科離れの問題である。中学校で早々
に理科の勉強を諦める，また，理系・文系に分かれる高校 2年生で，「理科はよくわからない
ので」という消極的な理由で諦めていないだろうか？　この最大の原因として，大学入試を重
視するあまり，理科の授業が座学のみになり，十分な実験教育が行われていないことが考えら
れる。授業のみでは具体的なイメージが湧かない（理解できない）のが理科ではないだろう
か？　講義と実験の両面から学ぶことが，理科を理解するための最善の方法である。
　筆者は同窓会で，高校で理科を教えている卒業生に再会した。彼から「自分のクラスの生徒
に，先生の研究室を見学させてもらえませんか？」との相談があり，筆者から「せっかく来る
なら，実験してみないか？」と言ったことで，早々に話が進んだ。以降，毎年，その高校の生
徒を受け入れて 10 年以上が過ぎた。新型コロナ禍の厳しい時期を乗り越え，現在では毎年複
数の高校からの訪問を専攻全体で受け入れている（図 1）。筆者の研究室では，高校生に一方
の光学異性体のみを得るための不斉合成の実験をしてもらい，その後，飛行時間型質量分析装
置（ESI-TOF-MS）を用いる生成物の分子量測定とキラルカラムを備えた高速液体クロマト
グラフィー（HPLC）を用いて生成物の光学純度を決定する分析実験を行ってもらっている。
ほかの研究室にも工夫した実験テーマを準備してもらっているが，理科，特に化学を学んでい
ない高校 1年生が理解するには，かなり難しい内容と考える。ただ，事前に実験テーマを高校
の先生に伝えておくと，高校生はかなり勉強して来学する。つまり，今はあらゆる情報が身の
周りにあり，どの情報が必要か？というヒントさえ与えれば，高校生はきちんと調べる術を知っ
ていて，理科を嫌いになる理由はない。幼児から小学生，中学生までの連携に比べ，高大連携は
大学受験のために上手く進まない。高大連携には大学教員のより一層の努力が不可欠である。

図 1　京都大学 大学院工学研究科 物質エネルギー化学専攻　高校生研修実験（令和 5年度実施例）
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